
瑞浪市地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定に向けたワークショップ

結果概要

令和１年７・８月

資料1
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福祉懇談会日程表

地　　区 日　　時 会　　　場 区長 まちづくり 民生委員 福祉委員 一般 合計

日吉地区 ７月　２４日　（　水　） 19時～ 日吉公民館 1 0 3 4 3 11

大湫地区 ７月　２５日　（　木　） 19時～ 大湫公民館 4 1 3 5 6 19

釜戸地区 7月　３０日　（　火　） 19時～ 釜戸公民館 0 1 7 9 4 21

瑞浪地区 ７月　３１日　（　水　） 19時～
西分庁舎１階会議
室

1 1 5 5 2 14

明世地区 ８月　　１日　（　木　） 19時～ 市民体育館 2 0 2 4 1 9

稲津地区 ８月　　５日　（　月　） 19時～ 稲津公民館 0 0 5 10 4 19

土岐地区 ８月　　６日　（　火　） 19時～ 消防防災センター 2 0 0 4 1 7

陶　地区 ８月　　７日　（　水　） 19時～ 陶　公民館 9 4 10 22 19 64

19 7 35 63 40 164合計
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 7月24日 時間 19時～20時30分 グループ 1日吉地区

高齢独居で自

然災害対応が

難しい

8050問題

文化の担い手

不足

ひとり暮らし

ひとり暮らしの

方が多い

（高齢化）

一人老人対策 病院が遠い高齢者率が高

くなっている

一人ぐらしがだ

んだんむずかし

くなっている

日吉に住みた

いと思う子ども

は少ない

北中になってし

まったことで日

吉の奉仕作業

には参加がむ

ずかしくなった

三世代交流

マレット

子どもと関わる

と元気になる

（子どもが出ら

れない）

子育て世代の

問題は？

送迎の問題
デマンド交通

いまいち活用で

きていない？

誘い方

田原

農業が充実

活発

うまくいっている

日吉もできる

長久手市

住みよい

・交通

・買物

あんしん電話の

充実

地元

”おまつり”の効

用がある

手をさしのべす

ぎれはいけない

バーベキュー

常柄だけで80

人

若手が動く

近所づき合い

を活発に

安心できる

環境

福民委員

やってやるという

態度は老人の

負担になる

となり近所のつ

ながりがうすれ

ている

福民委員への

負担かかりすぎ

ない

参加しやすくするには・・・

子どもの力

育てる

（学校に相

談）

おまつりへの参

加

いきいきサロン

約30

（PR）

北中

逆に他の地域

の子どもたちを

日吉へ誘うこと

もできるので

は？

おもしろいと思

う日吉に変わら

ないと人が呼べ

ない？

ボランティア

世話人を育て

る

交通手段が限

られる

店がなくなり買

物が不便

買物に困ってい

る高れい者が

いる

文化

一人老人、障

害者支援につ

いて

ボランティアの

行動に対する

保険について

福祉サービスと

してどのようなこ

とがあるのか知

られていない

せまいエリアで

行うと行きやす

い

人口減少

班活動ができ

なくなる

子どもの数が少

なくなってしまっ

た

つき合い方

自分で判断す

る力

コーヒーカフェ

PR

設備面

災害と通信

電話が通じな

い老人は出て

いけない

救急医療体制

ができていない

若い人が始め

るイベント

アクセス

福祉サービス

近所づき合い

子ども

PR

区長会でお知

らせ

事例 福民委員

家族が帰ってく

る（同居）

家族

バーベキュー

各地域で行っ

ていく

祭り

（もち投げ）

高齢者、子ども

おしゃべり会

経費

￥100のコー

ヒーカフェ

行きやすい

盆おどり

若い人が踊っ

ているのを見る

だけで、イキイ

キ

居場所例

外に出る機会

居場所を作る

畑がある人

元気

寿大学

誘われれば出

る人がいる

車いすの人も

来れた

行事へ参加す

る人は決まって

いる

来ない人が出

生きがいをみつ

ける

三世代交流の

場所

居場所

住民の不安解

消

（デマンドでは

なく）

福祉運送を個

人でできない

か？
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○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

2実施日 7月24日 時間 19時～20時30分 グループ日吉地区

名古屋

公共交通

無料

●●以上あり

地区で区長を

何度もやる

自治会

５年に１回

他人を自分の

車にのせるのは

こわい

移動手段

デマンドバス

高い！

自分の時間で

動けない

町内で意識の

温度差

移動手段の確

保

家族が動けな

い時、どうする

か

会ったら声をか

ける

親しくなる 自分から「助け

て！」と言う

一人暮らし同

志でつながる

自分から外に

出る

100円喫茶

居場所づくり

世話になること

を気にしない

近くの人の助け

合う

つなぎ合うしく

地域の人が車

に乗せる

→事故が心配

まず、子どもが

親のめんどうを

みる

若い人が日吉

で住めるように

災害時に近所

の人の安全確

認

住宅が必要

勤める場所

移動販売は助

かっている

絆を強める

日吉は住みにく

い

地域の絆が弱

くなった

絆を！

プラス志向

広報配布・

声をかける

ボランティアの

心がいっぱい

自治会がみは

なさない

自己管理

いきいきサロン

を各地で

近所の人に会

わない

子どもの数が少

ない

少子高齢化

進行

少子化 家の人に代

わってできる人

があれば

結婚相手がい

ない

若い人が出て

いく！

集まる場をつく

る

介護する人が

健全（体、

金）なうちはい

いが・・・

介護者が先に

体調をくずす

善意が通じな

い

移動手段

近所のむすび

つき

地域活動のメ

リットをつくる

絆を深める

往診

情報が集まる

場所

通信販売の利

用

→インターネッ

ト

移動販売を増

やす

移動販売・店

100円カフェの時に

若い人が住めるように
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 7月25日 時間 19時～20時30分 グループ 1大湫地区

通学

送り迎え

認知症

移動

交通

医療 町内作業交通手段

医療＝みとり

行先が近けれ

ば乗せてあげる

中学生ボラに

大湫ボランティ

アの情報を伝

ボランティアィ草

刈等

情報発信

人材確保

自分ができるこ

とか始める

外にいる大湫

町民に情報を

届ける

広報（大湫）

中・高・大のボ

ランティア依頼

ボランティアの

育成

福祉の担い手

(＝若い世代)

の呼び込み

中山道観光宿泊施設

自営の仕事の

継承補助

イノシシ料理店

東濃環状道路

整備

空家の改修道

場

お一人高齢者

たちのワンデー

シェフ食堂

小さな地域づ

きあいが続けら

れなくなってい

る

お互いさまの精

神

狩猟免許取り

たい人募る

空いている部

屋を貸し出す

大湫にある仕

事をインタ

ビューする

伝統文化を守

る

高齢化

・地域福祉

ボラ団体の

活動休止

少子化

少子高齢化

若い世代が日

中地域にいな

い

若い世代の地

域離れ

広報大湫の活

用

ｲﾍﾞﾝﾄの配布

等

インターネット

配信

空家

土地

(田・畑・山)

害獣

人材

住民の団結

大湫病院との

連携

・移動

・少子高齢化

・交通

ボランティアの

高齢化

少子化

(今テレビで)

施設

道路＝恵那

昼間のデマンド

行先の停留所

を多くする

交通

独居高齢者の

孤立
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 7月25日 時間 19時～20時30分 グループ 2大湫地区

高齢者が多い 公共交通機関

が少ない

少子高齢化

少子高齢化

足（車）がな

い

観光に力を入

れているが外

来者の泊まる

高齢者が多い

交通手段の確

保

カブトムシをうる

特産物を開発

する

ペットくじ

高齢化に伴い

弁当町で作っ

たら

声かけ

（買い物）

つりぼりとの連

携

高齢医療費

無料化（瑞

浪市単独）

介護施設を利

用しやすくでき

ると良い

大湫病院の痴

ほう病棟に廃

止の方向なの

で、その病棟を

利用し、総合

化する

介護施設

スポーツ施設

大湫へ

道の駅をつくる

外部ＰＲ

民宿

ゲストハウス

の誘致

大湫病院の綜

合病院化

自動運転車

購入の補助

医療機関が遠

い

若者の職場が

遠い

店が少ない

買物が不便

買物が不便

新規家が建て

られない

交通手段

コミュニティバス

の増発

移動手段の

シェア

デマンド交通を

利用しやすく

アクセス 買物 高齢化対策 施設

お休み所

若竹屋

・買い物の注文

・食事ができる

↓

建物が必要にな

る

の利用

民宿

ゲストハウスの

講師を招へい

し、経営は地

元民がする

小学校
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 7月25日 時間 19時～20時30分 グループ 3大湫地区

健康状態

高齢者世帯が

多くなり、地区

の奉仕作業が

困難になる

お年寄りが増え、

地域の環境を

保つことが難し

くなっている

高齢化

消防の活動

伝統行事の継

承（祭等）

若い人への

技術の伝承

生活道路のイ

ンフラ管理

健康の維持

行事のスリム化

ボランティアを

募集する

町外から

免許のない人

への交通のフォ

ロー

幼児園の送迎

バス

住宅の提供

幼児への支援

デマンド交通の

充実

結婚のすすめ

市道の管理

交通

買物に不自由

な人が多くな

る？

空家の提供

すべての情報

共有

お茶会

情報交換

公共施設の維

持管理

花の森

維持管理

老人会

草とり・花作り

少子化

子供

子ども達が安

心して遊ぶ所

が少ない

各家の後継者

がいない

（一人暮ら

し）

プライベート？

福祉委員とし

て何ができる

か？

どこまで踏み込

んでいくべきか

のら猫の増加

市・県道の管

理

墓地及びお寺

維持

消防など負担

になっている

地域の仕事が

多い

働く所の確保

不妊手術のす

すめ

（のら猫）

若い人を誘致

する

定住

空家の対策

（建て替え）

高齢化

少子化

環境

交通手段

健康

地域

人が少ない

何を困っている

か
地域ボランティ

アの減少

奉仕活動

高齢化 少子化 交通手段

地域

生活環境

野生動物の危

機管理

お互いのことば

がけ

継承

やるべきこと

地域環境整理

できること

交流

子どもの施設が

ない
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 7月25日 時間 19時～20時30分 グループ 4大湫地区

交通手段が少

ない

外国人

観光客

人口減少によ

り草刈り等、地

域の維持する

マンパワーが不

足してきた

商店、病院、

金融機関等、

機関が弱体化

している

道の草が茂って

います

子どもが少ない

買い物

車がないと買い

物、病院へ行く

のが不便

家の周辺の環

境整備が追い

付かない

地域通貨を設

け、高齢者の

相互支援体制

をつくる

隣の声のかけ

合い

特に留守にす

るとき

子ども達が集ま

れる行事を計

画的に行う

イノシシよけを

全世帯でつけ

る

転入を促す

イベントを開催

する（大湫を

愛して！）

安否確認の旗

を出す

声のかけ合いを

こまめにする

草刈、伐木等

専門作業班を

編成し、出動

する

町民全員で草

刈り

デマンド交通の

拡充

ボランティアタク

シーの保険制

人の集まる場

所へ誘う

独身者の交流

行事を活発化

させる

地元で開催

交流の場を増や

す

子ども会ができ

ない

子どもが少なく

孤立化して、

友達つくりが難

近所への声か

け

若い人の努め

る場所をつくる

中心部に来る

までの送迎

ボランティア保

険（車での送

迎等）の取り

組み実施

送迎ボランティ

ア

（保検補助）

新聞配り

郵便屋さんと

安否確認制度

をつくる

一人暮らしに

何かおきた時の

連絡ができてい

一人暮らしの

高齢者の増加

息子に嫁がな

い

支所に市職員

がいないので不

安

周辺の災害ハ

ザードマップが

不備不安

元気のハタを

設置する

（全世帯）

まわりに人家が

ないので、不用

心

保育園、小学

校がなくなり、

世代間交流の

機会が減少し

大湫でも周辺

なので、イン

ターネットの環

境が悪い

老人には動か

なくても良い

新住民へのハ

ザードマップ

見守り

少子高齢化
交流

交通

交流
高齢化が進む

中で、交通手

段の問題

きめ細やかさの

問題

冬の道路の凍

結がこわい

市の中心部と

離れており、高

齢者の足の確

保が大変

生活環境

空き家

行政の目

野生動物が生

活をおびやかす

状況あり

イノシシ・クマ・

イヌ・ネコ

自然

助成

都会へ出た子

ども達にも親元

に関心をもって

もらう

若い人の移住

をすすめる

赤ちゃんが生れ

たら賞金を出

す

少子

交通

交通

地域のつながり

住民が危機意

識をもつ

生前整理

防犯対策

個人でやること

釜戸坂にリフト

を建設する
行政にたのむこと

行政の助成！

ネット・下水・

上水

ハザードマップ

の再点検を行

なう

動物防護柵等

公的な支援を

充実する

市の空き家対

策を充実する

４WD車への

助成

除雪

融雪剤をまく

ネット環境
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 7月30日 時間 19時～20時30分 グループ 1釜戸地区

子育て世代

忙しい

高齢世帯の増

加

（1人暮らし）

いじめ

子ども

PTA

役員不足

中学校

なくなった

災害時の食品

について

釜戸小学校

全校人数98

名

かるがも

学童クラブ

運営の負担

親の声を

反映できる

PTAを

財産区のお金

の有効活用

空き家になって

いる家

バンク登録

かまど

駅までの送迎

乗りあわせ

起業希望者に

空き家を紹介

道路開通にあ

わせて

空いている土

地

道の駅の

建設検討会

への要望

区長と民生委

員・福祉委員

の連携

民生委員の仕

事の見直し？

プチ移住

（週末だけ）

の推進

移住者の増加

防災訓練 空き家の

リノベーション

支援を

コミュニティーバ

ス

瑞浪→釜戸間

防災倉庫に

アレルギー対応

食品をおく

デイサービス

etc

施設の設置

アレルギーへの

対応

民生委員の

なり手が

いない

地域の財源

農振の指定解

除の要望を市

長に言う

病院が遠い

１人住まいの

通院

病院がない

空家

世代間の

交流の場

少ない

買物するところ

がない

高齢者の移動

手段

ひとりぐらしの高

齢者

増

地域の見守り

民生委員の人

選

（引き受ける

人がない）

担い手を

増やすために

高齢者が歩い

ていける

お店が増える

道徳教育

施設

安否

他地区の親と

の連携

デマンドタクシー

使い勝手

悪い

交通の便が悪

い？

交通手段

病院へのアクセス

高齢化によって

土地の管理で

きない

空き家

管理できない 少子化の影響

で？

地区の区役

にないきれない

防災 高齢化

世代間

PTAから声を

PTA要望活動

応援して、

当事者意識

UP！

PTAのOB

OG

への協力

空き地・空き家 駅からの送迎 道の駅の活用

地域内の

担い手不足

病院、薬局

風呂、スーパー

を兼ね備えた

複合施設

防災関係

少子高齢化

他地区の親と

の交流会を

子どもと

交流できる

場所づくり

親世代が

帰ってこられる

環境づくりを

移住、空き家

ネットの利用

生死など

交通手段

デマンドの告知

徹底

相乗りタクシー

の使いやすさ

アップ
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 7月30日 時間 19時～20時30分 グループ 2釜戸地区

高齢者

タクシー

使用

一人暮らし

地域の環境

高齢者の緊急

対策

高齢者

買い物

障害のある方

介護

高齢者

移動

デイサービス

利用

きっかけ

地域に

出前サービスを

行う

お年寄りが集ま

り

食事をみんな

趣味を生かす

近所で助けあ

う

空き家を利用

食改 日赤

お弁当を作って

とどける

（配食）

デイサービス

お試し

話をする場所 商店街の活性

化

情報の共有

↑

ボランティアの

活動

おしゃべりする

場所

若い人をとりこ

む

無料タクシー

使いやすい

デマンド

児童館が無い

地域の行事に

参加する

インスタばえの

場所づくり

SNSを利用 若い人と

一緒に取り組

む

婚活（パー

ティー）を行う
ママカフェをつく

る

車の運転

入院

老後の生きが

い

空き家が多い 道がせまい

１コインカフェを

つくる

子供が少ない

家族が他市へ

移転

遊び場所が無

い

高齢者・障害のある方

自由にさわげる

場所

遊び場所をつく

る

市で児童館を

作ってほしい

子供

高齢者

デマンドがつか

いにくい

病院 駅前の商店街

希薄

若い人のおしゃ

べりする場所が

少ない

働く所が無い

結婚をしない

人が多い

障害

子供

駅前を利用

場 所

人材の確保

キーワード

若者

町をかざって

人を呼ぶ

駅の表示を

大きくする

情報を伝える

人がいる

地域の環境

世話役がいな

い

駅前活用

高齢者
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 7月30日 時間 19時～20時30分 グループ 3釜戸地区

災害時

避難場所へ来

るのが大変

コミュニティ―バ

スが少ない

移動手段

高齢者の移動

手段

買物難民が多

くなっている

人口減少化高齢者の運転

について

（デマンド交

通）

店が少ない

近所の人がの

せていく

空き家の貸し

出し

普段からの近

所づきあい

デマンドの使い

方をわかりやす

く説明する

サロンの開催を

多くする

（参加者を増

やす）

町内会内のつ

ながりを良くす

る

移住者の誘致

タクシー

バス

電車

の無料

若い人口を増

やす工夫

若者（出身

者）を地元に

呼び寄せる

住民に寄り添っ

た考え方で

企業誘致を図

る

コミュニケーショ

ンのとりかた

デマンドを明確

に

（利用の方

法）

個人情報保護

法

行政の協力

子供が生まれ

ない（少子

化）

移動手段

自分自身が積

極的に活動す

る

独居老人が増

えている

中学校統合し

た

塚田医院さん

の閉院後の医

療について

個人情報のかべ

参加者の減

サロン

集まり方

少ない

あいさつをする

地域住民の連

携

年齢の差

移動手段

行政のサラリー

マン化しない

個人情報のかべ 地域の孤立

火災訓練の実

施

人口減少

身障者の把握

地域の孤立

人口減少 個人情報のかべ、地域の孤立

人口減少

共助の活用 老人クラブの活

性化を図る

各地域のリー

ダーの養成
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 7月31日 時間 19時～20時30分 グループ 1瑞浪地区

町内会の人々

コミュニケーショ

ンが少ない

隣人と名前が

分からない人が

だんだん増えて

いる

高齢者問題

高齢者の一人

住まい

75歳以上の問

題

若者の支援を

する（支援が

少ない）

少子化

高齢化

買い物難民

高齢者を買い

物につれて行く

自分で出来る

事を進んでする

地域役員の必

要性を若者に

説明します

高齢者への積

極的にサロンへ

の参加

ひきこもり問題

聞いてあげる

町内の人々に

多くまずあいさ

つ雑談ができる

様にする

地元就職

親を一人にし

ないで子供の

同居をすすめ

る

男性向けのサ

ロン

100円バスの

運行本数を増

す

２世帯住宅を

増す

シェアハウス

サロンに行く買物サポーター

引きこもり

（8050）の

問題

独身者が多い

高齢者問題

地域資源の活

用

ゴルフコンペ

新しいつながり

作り

自己肯定

100円カフェ設

置

福祉委員の

なりて

地区での福祉

委員を選ぶ時

に30～40代

の人達が断ら

れた

自分達には関

係ないと言われ

た

地域のいろいろ

の役をやりたが

らない人が多い

役をする事を

逃げる人が多

い

居場所

家に居場所が

ない

公園が遠い

スキル、ノウハウ

を無料で教え

ます

住民のコミュニ

ケーション不足

婚活

空き家が多い

高齢者問題

若者問題

ひきこもり支援

をする

高齢者、若者

向けグループ

ホーム

不動産業者

瑞浪市

PR活動

若者にノウハウ

スキルを無料で

教える

居場所

空き家

地域の役員問題

退職後の男の

居場所がない

若者問題 地域のつながり

空き家

地域の役員問題 若者問題 居場所

思いやりとやさしさ

麻雀など

趣味

サークル

地域の高齢者

サロンに行く

ボードゲーム

市長杯

家主を説得し

空き家の活用

空き家

地域の役員問題

ボランティア活

動の大切さを

広く伝えていく

地域活動を行

うことにより呆け

防止になる

町内のイベント

の積極参加ノ

ミュニケーション

などの企画

呆け防止

40歳～50歳

代から始める

区の合併

（駅前）

区役員の簡素

化

行政よりの依

頼事項を少な

く（無しに）す

る

住民情報の

共有

SNSで

相談窓口
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 7月31日 時間 19時～20時30分 グループ 2瑞浪地区

新旧の人のふ

れあいがない

森や林がありカ

ラス、アライグマ、

タヌキなどが住

宅に近寄る

地域のふれあい

自治会と子ども

会の関係がむ

ずかしい

高齢者が多く

なる

どうしたら良い

ひきこもりの人

がいる

地域コミュニ

ケーションのとり

かた

一人暮らしの

高齢者が多い

業者の見守り

をあてにする

その人の個性

を皆で認める

おせっかいな

おばさんの増加

いきいきサロン

を行なうと出席

してくれる 只、

元気な年寄り

しか出てこない

地場産業の復

活！！

地域で交流を

行う

関係機関に相

談する

ゴミステーション

地区内に２～

３増設する

職場でも福祉

について話し合

う

おせっかいが大

切

引きこもりの人

に対しズケズケ

と突っ込める人

いきいきサロン

で号令したい

人がいる

いろいろな方法で見守り

ボランティアが

多く有り、利用

する

皆が仲よくする

小学校の通学

を利用してコ

ミュニケ―ション

をとる

向こう三軒両

隣を意識する

幅広い世代に

声かけする

男女共の独身

者が多い

80才代一人ゴ

ミ出し

核家族の増加

で家族がバラバ

ラ

結婚・少子化

資源ゴミの集

積にまちがいが

多い

アパート居住

者ゴミ出し

外人とのとりく

み方

困っている人は

自ら声をかける

こと

見守りする人が

必要とする

独身の男性は

目に付くが、独

身の女性は目

立たない（見

かけることが少

ない

声かけ・見守り

お互い様の声

かけをする

昔の様に

向こう三軒両

隣の近所付き

合い

元気老人が

困っている人を

助け合う

向こう三軒両

隣が仲良くする

行政に相談

声かけ

助けてあげられ

る事と助けてほ

しい事を話し合

う

自分だけで解

決しようとしな

い

元気な高齢が

助けてあげるこ

とが必要

どこかに親しい

人がいて、お互

いに見守り合う

子育ての時か

ら親は留意しコ

ミュニティーの基

本を教える

子供の時から

あいさつの大切

さを教える（基

本）

皆が自分の弱

点を話す

何かにつけ

お互いに

声かけを！

コミュニケーション

ボランティアに

参加させる

自治会と協議

民生委員も入

り行政と話し合

う

話さない人ほど

こちらから声を

かけ、個々を認

めあう

学校、地域、

自治体でいろ

いろ話し合う

孤立させない

近づきすぎず

離れすぎずの

関係を保つ

ボランティア 専門化にまかせる

ひきこもりは相

談の時間がか

かる

行事への参加

地域、地元の

行事、催事に

参加する

地元、地域の

行事に参加す

る

自治会等の地

域組織に積極

的に活動

地域、区等

情報交換

地域行事への

参加声かけ

自治会の利用

仲間づくり

サークル、趣味

など

地域の行事に

皆が出て楽し

む

古い住人とのコ

ミュニケーション

同年代の方々

ばかりで集まら

ず子ども高齢

者も一緒にな

にかする

こえかけ運動
子供のうちから

福祉の大切さ

を教える

地域ルールにつ

いて

空き家がふえて

きた

自分の「から」

にこもってしまう

母＋息子だけ

の世帯が増え

た

80才代の親

子供50才代

昼間一人の独

居（アパート

入居者）

若い世代、家

族が少ないの

で、子供が減っ

た

高齢者を高齢

者あつかいしな

い

新しい家が建

ち知らない人が

増えた

アパートの人と

のふれあい

近所の人々と

のつきあい

一人暮らしの高齢者 ひきこもり 自然環境

地域ルール

元気な高齢者

が多い

地域参加

津島様に子ど

も会の人たち

（子どもも親

も）神官さん

から作法をなら

う

個人を尊重する

8050
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月1日 時間 19時～20時30分 グループ 1明世地区

民生委員のな

り手がいない

一期でやめる

中学生の通学

バスに乗せても

らえない

老人が組に多

く役を１人でい

くつもやらなけ

自治会

※組員の割に

役が多い

役（自治会）

を行う人がかた

よる

お年寄り二人ぐ

らしの方が多い、

核家族が多い

自治会の組織

率が低下

（アパート）

自治会

未加入者が同

じ組に出来た

加入料金を取

らない

お年寄りのため

のサロン
（居場所づく

り）

集まれる場所

カフェ ほか

大人、子ども

自治会に入り

やすくする

（入るメリッ

組を合併する

コミュニティーセ

ンターが必要

産科が必要

自治会に入る

お金を免除

行政の援助が

少ない

コミュニティーに

職員が在職し

ていない

人間関係を円

滑にする

老人で役がや

れない

自治会

現状維持

町内行事が高

齢化で参加が

少ない

高齢化で区町

内役員を引き

受けてくれる人

老々家庭が多

くなった

環境

独り世帯の買

い物がこまる

未加入の人の

ゴミの分別

組に入らない

人が多い

（ゴミはすてる

組に小学生が

少ない いない

２人だけ

外国人の対応

アパートだと周

囲のことが分か

らない

高齢

病院は往診

子供
高齢

歩道が整備さ

れていない

行事に協力的

でない

（めんどうくさ

高齢者が多く

なった

子供

コミュニケーション

仕事を減らす

買い物は宅配

コミュニティー

自治
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月1日 時間 19時～20時30分 グループ 2明世地区

避難行動要支

援者名簿の活

用は？

高齢者の移動

手段が整備さ

れていない

災害対策

福祉施設との

関わりは密接

なのか？

「助けて！！」

を言えない

福祉情報の共

有の強化

事務局、社協、

高齢者が支援

が必要な方が

表に出てこない

研修があれば

参加する

福祉研修の開

催

小単位が良い

①初期消火を

常に

②防災・・・地

自分の身は自

分で守る

個々の単位

から始める事が

必要である

防災訓練に参

加する

福祉に携わる

人数の増加

福祉関係者が

研修を受ける

医療機関の増

設・・・地域で

検討・・・改善

地区単位での

役員の平準化

『助けて！！』

を受ける環境

づくり

地域活動の場

を増やす

庭先で会ったら

あいさつをする

わかる相談窓

口

ＳＯＳに対し

て行政につなぐ

組の方の顔と

名前がわからな

い（新しく引っ

福祉に関わる人

小単位での防

災訓練を開催

する

医師も人間

常に地域事情

を訴える！

デマンド交通の

課題に関し行

政とと共に協議

地域に合った

個人情報を気

をつけながらコ

ミュニケーション

老令化がかな

り進んでおり、

組の人員が減

生活面でのＳ

ＯＳを出され

ても判断に困

役が多すぎ！

１人の方が４、

５の役を持た

移動手段

組単位でのコ

ミュニケーション

の強化

地域内での交

福祉に関わる人

行政が相談窓

口をＰＲする

防災訓練

地域医療

地域での安否

確認のシステム

化の推進

地域全体に高

齢化が進行

＜自動車免許

＞の返納等生

活に支障・・・

医療体制が弱

体化

老人の増加へ

地域医療

大学病院と結

びつきを強化し、

円滑な供給を

デマンド交通の

改善＜費用＞

＜タイムリーな

１時間に１本

デマンド交通を

走らせる

大学病院との

コミュニケーショ

ンを行政の上

層部により常に

図り、実情を把

福祉に関わる人

福祉に携わる

方（団体）の

研修等

ＳＯＳの把握 地域のコミュニケーション ＳＯＳの把握

移動手段災害対策

近所の他愛の

ない会話で解

決

地域のコミュニケーション

災害対策 移動手段

地域のコミュニケーション

地域医療
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月5日 時間 19時～20時30分 グループ 1稲津地区

独居の方（今

後増加す

る？） 医師の後継者

問題

独居老人

地域での見守

り

居場所

皆が集まれる

場所（サロン

など）

環境整備

防災対策

日中一人暮ら

しの居場所

高齢者世帯の

見守り

無理強いをと

もなわない仲

間づくり

さそいあい

声かけ

仲間づくり
タブレット等の

利用の促進の

勉強会
各自が近所の

者に声掛けの

意識向上を図

る

同じ班の中で

の親睦を向上

させる

交通機関を利

用する

地域サロンへの

声掛け

人を集める

地域力を高め

ること

各地域ごとの

常会の充実

（つながり社

会）

自転車専用

道路

森林整備の見

直し

近所つき合い

営農グループ

への移管推進

マイクロバスの

活用（ボラン

ティア）

町内回送バス

の運行（定

期）

声かけ

地域、近所

ささエールボラ

ンティア活動わ

からない

交通機関

高齢者・居場

所・ボラ

ちょっとした

思いやり

支え合い

助け合い

介護予防

脳トレ

運動

田・畑山・現

状維持

休田荒地の処

置問題

空き家の増加

対応

高齢者への対

応・取扱い・安

否確認

高齢者

買い物難民対

応

長寿会への入

会 今後の加

入者

病院（通

院）の足

プライバシーの

問題があり声

かけできない

交通の便

病院への交通

手段

環境

居

声かけ

さそいあい

年齢によっては

長寿会に魅力

を感じない

ボランティア

行政へ

無料バス運行

（町内）

デマンド交通・

コミュニティバス

等の整備

古き良き

昭和の時代

交通

医療問題

介護サービスの

事業所の数

（十分か不十

分か）

在宅医療

（往診・かかり

つけ医）

医療・介護の

担い手（働き

手）

高年齢者への

定期的に訪問

確認

交通 環境 医療・介護居
場
所

高
齢
者

医療・介護

高
齢
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
居
場
所

交通

環境

医療・介護
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月5日 時間 19時～20時30分 グループ 2稲津地区

収入のない一

人暮らしの高

齢者が結構い

る

役員のなり手

が少ない

病院が遠い年配者が多い

運転のできな

い人の足

が・・・

高齢者の世話

が大変

交通の便がな

い

人を誉める あいさつ
買物は市民生

協の利用も良

い

子どものしつけ

をしっかりしよう

人のために生

きる喜びを皆で

学習する

まず子どもの教

育から始める

⇓

まず子ども会か

ら親と一緒に

始める

SNSの活用

あいさつが一番

大事とニコって

笑って相手に

負担をかけな

い

料金の安い交

通手段

コミュニティバス

フリーの

人と人とのつな

がりを考える

若い人に声か

けをもっと・・・

むつかしいか

な？

無料バス

働く職場がたく

さんあると良い

若い人が集ま

る場所

ある程度の報

酬があって

も・・・

お金でなくても

（ボランティア

にならないけ

ど）

買い物バスツ

アー（週2くら

い）

楽しく集まれる

場所がもっとほ

しい

若い人の各行

事への参加が

少ない

自分に与えら

れた事にできる

範囲で動いて

いるのでこれ以

上はいやだ

みんなで協力

する

お互い様の気

持ちで

○○食堂を開

いてもらう

買い物まで遠

い

車に乗れなくな

るとゴミ出しが

大変です

高齢化

地域の催しに

若い人の参加

を呼びかけるの

が大変

高齢者のお世

話が大変

若者がいない

一人暮らしで

頼みごとができ

ない

小さな子どもの

（就学前）

遊び場がない

家の周りの片

づけ、草とりな

どが大変

土手の草刈り

が大変

バスの路線

本数増やす

コミュニケーション

場所

市・県などが年

に何回か（夏

の間だけで

も）草刈りをし

てほしい

安楽死の制度

を考える時がき

たのでは

交通

ボランティアの

人が年寄りば

かり

若者と高齢者

の交流がない

閉塞感がどんど

ん広がっている

交流の場づくり

困り事の相談

窓口があると

良い

道徳情報 コミュニケーション・ふれ合い

若者不足

後継者不足

制度の多様化

要望 コミュニケーション・ふれ合い・場所

地域に魅力が

ない

交通

おせっかいでも

回りの人が気

にかけてあげる

人が集まる魅

力的な何かが

あると良い

昔の青年団み

たいな活動グ

ループが多くで

きれば良いけど、

今の時代はむ

つかしそう

元気な方は積

極的に参加で

きるが引きこも

りがちの方をど

う引き出すか

コミュニケーショ

ン？

楽しいことを見

つける

若者とのコミュ

ニケーション

隣近所がもっと

仲良く身近に

なるといいな

特定の方では

なく、いっぱい

の人が動ける

配置

話し合いの場

を多く作る

○○食堂

（交流の場）

SNSの勉強会

情報をわかりや

すくする

目立つよう

真心の対話と

友情の大切さ

を確認

暇そうな人をボ

ランティアへ誘

い込む「楽しい

よ」と仲間を増

やす

各地区ごとに

気楽に集まれ

る場所

若者が深い孤

独感と自尊心

の欠如に悩ま

されている

真心の対話で

励ましの連帯

を

まちづくりの行

事への参加
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月5日 時間 19時～20時30分 グループ 3稲津地区

年金だけで生

活できない

子育てのできる

世の中に

物忘れがひどく

なってきた

この先心配

１人で歩いて

こられない人が

増えてきた

高齢化が進ん

でいる

少子高齢化が

進んでいる

地域の変化に

気を配る

隣の人を気に

する

自分自身もケ

ガや病気にな

らぬよう気を付

けたい

近隣の独居見

回りボランティア活

動をする

周りの環境を

気にする

便利なバス福祉バスの充

実
病気にならな

い予防教室の

充実

往診のできる

医者

使い勝手のい

い予算

サービス内容の

周知徹底

地区行事に参

加する

公共機関へ要

望する

独居老人

（世帯）が増

えている

地域の役を引

き受ける人が

いない

一部の（特

定の）人任せ

にしない

主要な役にも

女の人をもっと

出す

話しやすい会

議のフンイ

気！！

外で遊んでい

る子どもをあま

り見かけない

少子高齢化

病院へ具合悪

くても１人でき

て立ち上がれ

ない

害獣（イノシ

シ・ハクビシ

ン）被害があ

る

独居世帯の見

回り充実

今は元気だが

動けなくなった

りすると１人暮

らしなので心配

地区から抜け

たい人がいる

（表には出さ

ないが）

関心がある人

が少ないので

は

適正な予算配

分

一人暮らし

地区の変化に

注意をする

困ったら近所の

人に相談する

情報の共有で

きる環境づくり

一人暮らしが

増えた！

一人暮らし

ボランティア活動の充実＆理解広がり 会議の雰囲気

担い手

ボランティア
医療

常会の出席率

が悪い！

公助

他地区での解

決状況を情報

として出しても

らう

少人数のグ

ループをもっとつ

くる

ボランティア活

動に参加する

せんしょのリー

ダーをつくる
色々な催物へ

の参加を誘い

かける

回りの人を誘

う！！

（ボランティア

などに）

近所のことにみ

んながあまり関

心がない？

買い物に困っ

ている人がいっ

ぱい

老人だけの家

庭で足に困っ

ている人が多

い（買い物・

通院等）

交通弱者をど

うするか

車の運転がで

きなくなると困

る

買い物に困っている

ボランティアの

できる人の確

保

ボランティアの

育成

隣の人を気に

する

やさしいせんし

よ

健康

情報

担い手

お店との協力

（配達）店が

多い

買い物代行

サービス

家事などお世

話するサービス

充実

走るスーパー

充実

コープの利用

買い物

シルバー人材

センターの活用

背伸びをしな

い自分の力量

を知る

悪口を言わず

協力する

がんばっている

人のじゃまをし

ない

誘
う

現在社会福

祉委員の立場

であり、自分の

役割を良く理

解することです

福
祉
委
員
の
役
割
を
知
る

健康管理

軽トラ移動販

売車をやってみ

ようかな

買い物代行手

伝いする

行動

福祉予算充

実のため要望

をしていく

地域の行事の

見直し

公助

バックアップ

まわりの草刈り

前のようにはで

きなくなってい

る

休耕田が増え

た

集落営農の充

実
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月6日 時間 19時～20時30分 グループ 1土岐地区

災害発生した

時に独居老人

をどう保護する

か？

大型トラックが

バイパスへ流れ

ない

仕事自体が少

ない

高齢化

空き家

空き家の対応

独居老人が増

加している

独居老人の見

守り

役員になる人

がいない

後継ぎがいな

い家が多くなっ

ている

小さな地域区

内位で、熟議

をして、解決策

を協議

役を受けたら

責任をもってや

る

住民自らが真

剣になって活

動を

一人ひとりの得

意分野ででき

ることを出し合

う

各種の会合に

積極的に参加

して、問題意

識をもつ

１人ではなか

なかできないの

で、１人でも

多く仲間を増

やす

区の役員は順

番ではなく立

候補とする

（区長）

空き家は市が

買い上げる

介護職の給料

引き上げ

若者に魅力あ

るまちづくりが

必要

若い親の教育アパートの子ど

も達も祭りに参

加させて親睦

をはかる

工業団地を造

成して雇用を

増やす

転入世帯を増

やす施策を

子育てにやさし

いまちつくりを

空き家の状況

調査

区・町等々の

役員を引き受

ける人が減少

区役員その他

の役員のなりて

がいない

地

域

の

交

流

若いうちから外

との交流をして、

引きこもりにな

ららいようにす

る

短大生の力を

借りて交流す

る

中学生のボラ

ンティアと一般

の人たちとの協

力

子どもたちに大

人が地域で頑

張っている姿を

みせていく

地区の行事

（町づくり）に

中学生をさらに

参加させて溶

け込ませる

「あいさつ」の声

を出すよう心

掛ける

老々介護が増

加

高齢者の一人

住まいが増え

ている

独居老人の自

覚がない

「俺は若いん

だ」の人がいる

道路

班に入っていな

い人がいるので

交流がない

区が広すぎて

交流ができな

い

アパート住民と

交流がない

声をかけ合って

仲間意識を強

める

アスファルトの

痛みが激しくて

困る

引きこもりの若

者

学校で教室に

入れない子が

増加

支援員が少な

い

地域の協力を

高齢化

ボランティアの

紹介を細かい

単位で

児童公園を各

地区につくる

学区

区が広いので

班を分ける

桜寿荘にコミュ

ニティセンターと

しての役割を

コミュニティセン

ターをつくる

駅前の区画整

理をする

子育て

地域内の情報

が伝わりにくい

個人情報が壁

となり、活動が

やりにくい

福祉活動と守

秘義務の問題

少子化による

地域行事(笹

踊り)の今後

観音堂のもり

をする人がいな

い

お祭の神輿数

が1つになり、

担ぎ手がいな

い

子どもの遊び

場がない

子どもが少ない

孫の同級生が

いない

店がない

視覚障害の人

がわからない

コミュニティーセ

ンターがない 益見区の中で

学区が違って

いる

学区

少子化

農業の担い手

不足

農業の後継者

不足

独居老人の見

守り

近くの人が声を

かける

独居老人

中学生ボラン

ティアが訪問

地域の独居老

人と交流する

隣同士仲良く

広報で地区の

良いところを宣

伝してイメージ

を植え付ける

地区内のネット

ワークづくり

日常の身の回

りに気を配り、

付近の状況に

気を使う

先進地から学

ぶ

独居老人

公園の遊技を

増やす

子ども同士の

遊ぶ姿を見か

けることが少な

くなった
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月7日 時間 19時～20時30分 グループ 1陶　地区

一人暮らしの

方の対応

水上地区は高

齢者の集まる

場所がない

幸福

実感

高齢化

組の人数が

減っていってま

す

高齢化

老々世帯

独居

若者の希望が

ない

年齢に限らず

声かけする

近所付き合い

を大切にする

自分ができるこ

とに手を上げる

おせっかいをす

る

継続して

隣近所の見守

り

町内での見守

り

子どもが集まり

高齢者と交流

できる場

高齢者同士が

楽しい余生を

過ごす場所の

作成

行政に頼らず

個々の意識改

革

サロン一歩に

参加するように

声かけする

できるだけ多く

の人が高齢者

を訪問する

子どもが陶にお

らず年寄りばか

りで困っていま

す

病院に行く車

がない

まずは自分の

健康管理をす

ること

住みやすい町

に移住する

防災が生活に

つながると良い

地域で孤立し

ている人をどう

にかしたい

高齢化

病院の確保

（医師不

足） 子どもが少ない

企業の融資

働く場所の減

少により人口

減（子ども）

若い人の働く

所がない

少子化

コミュニティバス

デマンドタク

シーの充実

希望が持てない

近所同士仲

良く助け合う

人口減少

移住助け合い 病院

病院

アクセス

自助

居場所

ゴミ出し場まで

遠い

つながり

団地に中で収

集場をつくって

もらう（何ヶ所

も）

移動スーパー

が来てくれるが

もう少し値段を

安く売ることは

できないか

近所のおせっか

いおばさんを

やってます

病院送迎をす

る

福祉費を減ら

すためピンピン

コロリになるよう

にどうするか考

える

自分の好きな

ことを探す

自動車の運転

ができるので利

用してもらいた

い

趣味のサーク

ルをつくる

外に出て会話

脳の活性化

つながり

働き場

買物

今後の課題

瑞浪に行く

足に困る

病院等

生活 防災

アクセス

田舎暮らしをし

てみたいと思う

方を募る
空き家などを

解放して若い

人を呼びこむ

不便を感じる

人は陶から出

て行く

移住・定住

働き場所がな

いので若者が

出て行かない

環境

働き場

買物 生活

買物に行く人

にお願いする

助けることが助

けられていると

実感

各自自分ので

きることをする

高齢者一人ひ

とりの話をよく

聞きできること

をしてあげたい

各町内で問題

解決のため行

動する

健康
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月7日 時間 19時～20時30分 グループ 2陶　地区

子どもがいない 旧小学校のグ

ランドを自由に

使用させていた

だきたい

町内が高齢者

が多く役員の

選出に困って

いる

学童がない

つきあいがない

人いる

児童館の利用

を幅広く

町内が老人が

多くなり、町内

会長・班長の

なり手がいない

小中学校にゴ

ルフ部をつくりゴ

ルフで街を盛り

上げる

SNSで発信

空き家をきれ

いにする

補助があると

良い

瑞浪の良さを

瑞浪出身者ぬ

送る

先進地の意見

を聞く勉強会

学童保育

子どもが自由

に活動できるよ

うにする

若者の定住は

経費をタダ

に！！

若者が通勤で

きる道路を整

備する

企業・スポン

サーに来てもら

う

若者が住みや

すい環境を

働く場、企業

の誘致

空き家を自由

に使えないだろ

うか

高齢者の話し

相手が少ない

集会場がない

猿爪地区

近所の高齢者

を把握しておく

隣近所の付き

合いがうすく

なった

子ども

老人一人多い

高齢者

集会場があれ

ば老人の集い

の場にできるの

では？

空き家の家財

道具を片付け

る補助金をつ

ける

自治会

若者がいない

空き家が多い

夜に町を徘徊

する人がいる

コミュニケーション

居住空間 若者

一人暮らしの

家の連絡手立

て

子ども

全てに規制緩

和をする

除雪を早くして

安全を保つ

都会から瑞浪

市へ移住の推

進

小中学校にゴ

ルフクラブ プロ

を目指す

都会の子ども

が瑞浪市に住

みたい魅力の

ある街に

学童設置にむ

けてまち全体で

行政と話し

合っていく

まちぐるみでう

まく活動してい

るので不便に

思わない

災害時には優

先して助ける

常にコミュニ

ケーションをとる

夢のある子ども

を中心にすべ

てを！！

居住空間

35歳～55歳

が忙しすぎる

コミュニケーション

若者

今年班長をし

ているが、一人

住まいの人との

連絡がつかな

い

高齢者が多い

老々介護

医者の確保

年寄りが多い

年寄りばかり

コミュニティバス

を瑞浪まで

男女年関係な

く皆で楽しく

老人が多い
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月7日 時間 19時～20時30分 グループ 3陶　地区

コミュニティバス

の広域化

年寄りが多く

若者が少ない

独居老人を知

ること

買い物等交通

機関に不便

（困ってい

る）

高齢者が安心

してウォーキン

グができるよう

に

乗物問題 高齢化

少子化

民生委員の訪

問

ひなたぼっこの

配布

情報の交換

回覧板で確認

する

地域での見守

り

声かけ

家の前で利用

したい

コミュニティバス

広域化

各家前に止ま

る

施設などへの

補助

地域（班

毎）で対応を

考える

サロンの利用 身内のフォロー
道路の安全の

確認

デマンドバスの

利用を考える

相談相手や緊

急時の対応に

困っている

お医者さんが

なくなる

高齢者の増加

交通

病院問題

高齢者一人

暮らしの方の

生活、買い物

学童陶にはな

い

幼児教育

小学校

小中学生の数

が少なく教育

的にも●●●

地域毎に買い

物バス・病院

バスを計画実

施

相談

民生委員の見

守り

側溝をふたを

する

高齢化

年寄りが多く、

その方が集まる

場所が少ない

医療

上手く活用で

きない

男性のグルー

プをつくる
外出の時の

フォロー

介護タクシーの

補助

車の乗り合わ

せなどのフォ

ロー

事故の時の対

応行政でして

もらえないか

ケアマネとの連

携

訪問して顔を

見に行く

私の町内は平

均年齢75歳

以上で広報が

スムーズに回ら

ない

買い物難民

子ども

個人情報の共

有が難しい
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月7日 時間 19時～20時30分 グループ 4陶　地区

中学校がない

人口減少によ

り町内組織の

維持ができなく

なる

長期休業中

（夏休み等）

の子どもの居

場所がない

（児童館は開

始時間9：30.

昼休みは閉

館）

働く場がなく、

若者の流出が

多くなり、子ど

もの減少が著

しい

独居老人、

老々介護家

庭が増え、それ

を支える福祉

関係者も老齢

化しており、後

継者も少ない

ボランティア

市民活動の参

加

長期休暇中の

子どもの居場

所づくりに市は

前向きでない

印象

ボランティア活

動すすんでや

る

「困っている人

がいれば手を

差し伸べる」⇒

福祉の基本

お話相手がで

きる年代毎と

立場毎につくり

コミュニケーショ

ンをはかる

個人ボランティ

アで草の根的

に実施している

住みやすい町

づくり

常会の会合を

増やす

福祉の役を活

動できる人を

選びたい

住みたくなる街

づくりが必要

特に猿爪地区

に小中学年の

子がいる人に

は、移住する

場合は税金を

減税する

近所の家庭の

中での問題が

あるようでもわ

からないし、教

えてもくれない

厚生病院との

連携

医院がなくなる

（無医町）

若い人の参加

がない

医療

病院がなくなり

つつあり、明

智・瑞浪に直

通で行けて、

市から補助が

出るように

町内の医療機

関の先行きが

大変不安であ

る

年寄りが多くな

り買い物・通院

が困難になって

きている

職場の開拓

地域資源の開

発

コミュニケーション

トヨタなど一流

の会社を陶小

跡地にするよう

に！！

市の周辺地を

見捨てない行

政

医療機関へ直

結する交通網

（バス）の整

備

病院を増やす

ボランティアコミュニケーショ 全体

後継者不足 コミュニケーション後継者不足

＋定住

児童館の利用

規定（？）の

改正が必要

医療関係の補

助等、行政の

補助を手厚く

する

陶小学校の空

き教室（なけ

れば工夫して

空き教室をつく

る）

を設ける⇒児

童館の閉館時

間の居場所づ

くり 介護専門職の

定期的訪問の

制度化

近所の人との

日々の声かけ

を行なう

市行政へ更に

具体的現実

的な改善案を

提示、強く要

望すること

居場所

医療

介護
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月7日 時間 19時～20時30分 グループ 5陶　地区

独居でご飯が

作れない

夜の交通がな

い（不安）

独居で脳・心

臓の病、倒れ

た時手遅れに

なる

在宅高齢者一人暮らし課

題

不安

1人ぐらしで安

心電話の対

応？

つながり

日頃の

顔を合わせる

機会を増やす

日頃から気に

かけておく

広報は手渡し

する

情報の提供

共有・交換
普段から独居

老人など、気に

かけている

一人暮らし

連絡先を隣に

知らせる

宅配のサービス

の利用

ひとりぐらし

食事

緊急

デマンドタク

シー

車

病院

隣保の見守り

瑞浪までSKU

チケット配布

隣の人に鍵を

渡す

SOSの旗をつく

る

ラジオ体操

子ども

老人

町の人

男性・コミュニ

ケーション

①一人暮らし

カギ

入ってもらえな

い

高齢化による

買い物に行け

ない

子育て支援

子どもを預ける

所

連絡方法を確

認しておくこと

が必要ではな

いか

②車の運転がで

きなくなった時

近所に頼んで

おく

交通の便が悪

い

移動手段の確

保

近所に店がな

い

食品・生活用

品など

自宅付近まで

来てくれるよう

なバス（安

価）

SKU利用に割

安チケット発売

していただく

前もって買って

おく

③買い物

バス停まで遠

い

①一人暮らし

少子化

子ども

宅配サービスの

利用

コンビニ

買い物

場所

足

近所でもなか

なかつながりが

ない

近所つき合い

の大切さ

仲間づくり

知人を大切

に！！

声かけ

困ったことな

い？

気楽につなが

れる近所隣に

なる
健康イベントに

参加したらタク

シーチケットもら

える…など

ゴミ出しの場所

が遠い

④少子化

毎日やっている

医院がない

（月・火・金・

土）

タクシーの乗り

合わせ

移動する人と

のマッチング

サービス（簡

単に）

③買い物

子どもを預ける

場所・施設

④少子化

②車の運転がで

きなくなった時

1人暮らしの支

援者を決める

皆が集まる健

康イベント

※ラジオ体操

など
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月7日 時間 19時～20時30分 グループ 6陶　地区

バス代が高い

小学校の児童

の減少

複式化の危機

夏休みなどの

子どもの預かり

バスの本数が

少ない

AM8：00ま

でに岐阜へ行

けない

夜は家へ帰れ

ない

子育て世代の

流出について

（町外への）

定期バスはい

つまで

子がいない

高齢者が多い

住民の話し合

い

町民が話し合

いを重ねていく

病院への足を

安価に確保す

る

限られた市の

事業予算を町

の合意により

有効に使う

安心して子ども

たちを預けられ

る施設

親の就労を守

る

東鉄バスの

200円化

通院するため

の安価な交通

手段

300円で病院

へ行けるよう

に！！

通院の人は1

回300円程度

にする

災害が起きた

時は？
住み続けたい

町のありかたに

ついて

住民皆で交通

手段について

話し合う

陶寺子屋で児

童館でお願い

できない部分

を補いはじめて

いる

中学校がない

若者の少数

交通

地域の足とな

る交通手段

医者代が高い

地域で困って

いる人・悩んで

いる人をどう支

えるか

ひきこもり・不

登校・障がい

高齢者の介護 福祉に困った

時つめたい

医療

通学のバス代

が高い

陶に病院

を！！

子育て 若者

病院

医療の充実

は？

タクシーシェア

タクシー代を安

くならないか

（通院）

近所で声をか

けられる（災

害時）

インフラの充実

（田舎を優先

的につくる）

陶の住民が要

望する東鉄バ

ス

200円化のた

めに、交通協

議会で決定し

てもらう

病院がない

自動運転車を

市が必要な人

に低額でリース

する
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月7日 時間 19時～20時30分 グループ 7陶　地区

ママ友ができな

い

病院に行くのが

難しい

引きこもりに注

意

買物が不便、

帰りが重

い！！

お互いの見守

り

病院へ行く足

がない

近所の見守り

強化

乗り合わせで

サロンに行く

特別な行動で

はなく自然体

で見守る

独居老人の方

に気長に訪問

顔見知りにな

る

近所仲良く見

守る

隣近所は常に

声かけして家

から外へ連れ

出す

長寿の町にす

る

働く場所（仕

事）

サロンの活用

月1コーヒー

地元に優良企

業にきてもらう

路線バスを利

用する

独居の方には

気長に訪問す

る

一般の人は民

生委員、児童

委員の役割が

知られていない

子どもが少ない

ので相談でき

ない（同じ親

同士で）

自動車利用を

少なくしバス利

用

高齢者交通に

ついて

コミュニケーション

児童が少ない

陶町に住まなく

て他に転居

稲津町へ

民生委員

個人情報

保護

トイレの水洗が

ない

顔見知りにな

る

近所の人々と

情報伝達

見守りについて

は特別な事で

はなく、常日頃

気にしているよ

うに

コミュニティバス

が瑞浪までいっ

てくれる

移動・交通

今日を一生と

思い進む

子どもが少ない

働く所がない

コミュニケーショ 移動

後継者不足 交通 仕事コミュニケーション

タクシー

SKUの利用

乗り合わせタク

シー

環境

病院が少ない

（午後診な

し）

移動販売の採

算が合っていな

いのではない

健康

著名なDrを呼

ぶ

病院に行く足

がない
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○　地域の福祉課題 ○　福祉課題の解決のためには何が必要か

○　福祉課題解決のために、住民自らができること、やるべきこと

実施日 8月7日 時間 19時～20時30分 グループ 8陶　地区

子どもに声かけ

るのも大変

子ども会 学

校の役員のな

り手がない

子ども会の行

事ができなくな

る

少子化 子ども会運営

陶で成人式を 子ども会等の

行事に高齢者

も参加する

健康であり

楽しくくらすこと

お祭に帰省し

て参加

福祉教育を私

たちで

近所のつながり

をもっと深める

サニーヒルズ宅

老所の福祉施

設と子どもの交

流

児童館を

17：00までに

する

子ども会等の

役員の見直し

健康寿命を延

ばすよう健康

管理

コミュニティバス

を利用する

⇓

時間帯を考え

る

交流（子ど

も）

福祉バスの利

用法若い人の情報

がない

草取りを子ども

等に教えたい

市政への働き

かけ

企業の誘

致！！

コミュニティバス

東鉄バスを利

用する

防犯パトで回

るが子どもが少

ない

子ども

消防団員のな

り手がない

中学生はバス

で行ってしまっ

て声かけれな

い

高齢者の運転

車がないと出

掛けられない

消防団員の婚

活パーティー

交通

東鉄バスを利

用する（なく

なっちゃうか

ら）

近所同士の声

掛けが大事

免許返納後の

負担 同居家族への

支援がほしい

交流

自分

若い人 交通

交通面につい

て

声かけをこころ

がける

野菜づくりや花

づくり等お年寄

りに教えてもら

う場などほしい

ご近所間の普

段のコミュニ

ケーション少な

い

交流

１人住まいの

家が多くあるの

で心配

１人住まいが

多い

高齢家族への

支援

高齢者

病院への通院

病院をなくさな

い

病院

子どもの通学

等の援助があ

ればバスも利

用しやすい

高齢者

健康でいること

サロンの一歩の

ような場（サロ

ン）を増やす

児童館の交流

（利用6：00

までがいい）

行政へ

交通
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